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小澤美和 聖路加国際病院小児科 
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高山智子 国立がん研究センターがん対策

情報センターがん情報提供部 
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前田美穂 日本歯科大学生命歯科学部小児

歯科 

井口晶裕 北海道大学病院小児科 
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血液腫瘍科 

清谷知賀子 国立成育医療研究センター小

児がんセンター 

石田裕二 静岡県立静岡がんセンター小児

科 

多田羅竜平 大阪市立総合医療センター緩

和医療科兼小児総合診療科 

河合由紀 滋賀医科大学外科 

山本将平 昭和大学医学部小児科 

山本一仁 愛知県がんセンター中央病院血

液・細胞療法部 

研究要旨 

限られたリソースで、全国の AYA がん患者の包括的ケアを提供するためには、施設内の

AYA 支援を行う多職種チームを育成すると同時に、施設内で完結できないニーズに対応で

きるよう地域のリソースを相互利用するネットワークを形成することが不可欠と考えられ

る。 

 本研究は、教育プログラムを通して、地域の AYA の包括的支援の核となる「AYA 支援チ

ーム」のモデルを作成し、国内に「AYA 支援チーム」のネットワークを構築することを目

的とする。今年度は、分担研究施設を対象としたパイロット教育プログラムを実施し、その

効果を検討するとともに、ネットワーク構築に関するニーズを検討した。また、AYA 世代

のがん患者・経験者に、より包括的なケアを提供するために必要と思われる施策や体制を検

討するための予備的な検討として、①がん診療連携拠点病院および小児がん拠店病院のがん

相談支援センターにおける AYA 関連の情報提供の実態に関する調査、②AYA 世代のピアサ

ポートに関する予備的検討、③がん治療の副作用や晩期合併症を担う可能性のある診療科に

おけるがん患者の診療実態とニーズに関するパイロット調査、④自治体による小児・AYA

世代がん患者に対する生殖機能（妊孕性）温存療法に関する公的助成制度についての意識調

査を実施した。 
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石田也寸志 愛媛県立中央病院小児科・小

児医療センター 

徳永えり子 国立病院機構九州がんセンタ
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桜井なおみ キャンサー・ソリューション
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Ａ．研究目的 

 AYA世代のがんは、患者数が少なく、疾患

構成が多様であることから、医療機関や医

療従事者において、診療や相談支援に関す

る知識や経験が蓄積されにくい。また、AYA

世代に特有の悩みやニーズは多岐にわたり、

個別性が高い。このような中、全国に遍在

するAYA世代のがん患者やサバイバー（以下、

「AYAがん患者」）に対して包括的ケアを提

供する体制の整備が求められている。先行

する「総合的な思春期・若年成人世代のが

ん対策のあり方に関する研究」班（代表 堀

部敬三）が実施した全国のがん診療連携拠

点病院および小児がん拠点病院を対象に行

った施設調査では、AYAがん患者の多数診療

施設のほうが、AYAがん患者少数診療施設に

比べ、がん薬物療法専門医や乳腺専門医、

がん看護専門看護師などの人的リソースが

充実していた。しかし、AYAがん患者を多数

診療している施設であっても、小児血液が

ん専門医、精神腫瘍専門医、生殖医療専門

医、チャイルド・ライフ・スペシャリスト

など、AYA支援において重要なリソースは不

足していた。しかしAYAがん患者の絶対数を

考慮すると、全がん治療施設においてAYA対

応が可能な専門部門を持つことは現実的で

ない。また、AYAがん患者の悩みは、就学、

就労、経済面での悩みなど必ずしも医療機

関内での相談支援で完結するものではなく、

その支援は、教育機関や職場、ハローワー

クなど、医療以外の職域の理解と連携が必

要となるものも多かった。 

このように、限られたリソースで、全国

のAYAがん患者の包括的ケアを提供するた

めには、施設内のAYA支援を行う多職種チー

ムを育成すると同時に、施設内で完結でき

ないニーズに対応できるよう地域のリソー

スを相互利用するネットワークを形成する

ことが不可欠と考えられる。 

 そこで本研究では、教育プログラムを通

して、地域のAYAの包括的支援の核となる

「AYA支援チーム」のモデルを作成し、さら

にその取り組みを全国に展開することで、

国内に「AYA支援チーム」のネットワークを

構築することを目的とする。また、①AYA関

連の情報提供の実態に関する調査、②AYA世

代がん患者のピアサポートの実態に関する

調査、③がん患者の長期健康管理に関する

実態とニーズの調査、④がん・生殖医療ネ

ットワーク構築の一環として、自治体によ

る妊孕性温存に対する公的援助に関する調

査を行い、AYA世代のがん患者・経験者に、

より包括的なケアを提供するために必要と

思われる施策や体制を検討する。 

本研究を通して、AYA世代がん患者の包括

的ケア提供体制構築における国内の課題を

整理し、最終年度には政策提言を行う。 

 

Ｂ．方法 

 １．「AYA支援チーム」のモデル作成とそ

の評価 

平成30年6月29日、「AYA支援チームのモ

デル作成」を担当する分担研究者（石田（裕）、



3 

 

石田（也）、井口、磯山、小澤、河合、清

谷、鈴木（達）、多田羅、徳永、山本）お

よび鈴木（直）、堀部、清水の所属施設の

多職種チームに対してパイロット教育プロ

グラムを実施し、プログラム後の活動目標

や実際の取り組みの状況を評価した（吉田）

（【プログラム概要】参照）。 

パイロット教育プログラムでは、AYAの包

括的支援のために必要な、妊孕性温存、ピ

アサポート、就労支援、長期フォローアッ

プの課題に関する講義をとともに、支援体

制構築のための課題や解決策について他施

設の医療者とディスカッションを行うグル

ープワークを行なった。各分担者は、パイ

ロット教育プログラム実施後に、短期目標

および中長期の目標を設定し、活動を開始、

半年後に、再度調査を実施し、各施設の支

援体制の整備状況を尋ねるとともに、支援

体制構築のための課題および、短期的・長

期的な目標について記入を課した。 

 

【プログラム概要】（第1回班会議として実

施） 

13:00-13:25   
開会のあいさつ   

  
① AYA世代実態調査からみた次の課題

（5分）    
② 事前アンケート結果・研究計画の説

明（10分）       
 
休憩5分 
 
13：30-14：45  
AYA世代がん包括的ケア構築に向けて―

現状と課題、可能性―（各発表10分質疑5分） 
③ がん長期フォローアップ体制の現
状と課題   
④ がん生殖連携のコツと課題  
⑤ 就労における課題 
⑥ AYA世代ピアサポートの現状と課題
   
⑦ 地域からのサポートの可能性 
⑧ 情報提供と相談支援における課題

  
休憩15分  
15：00-17：00 
【グループワーク】（90分） 
施設・地域の取り組み―課題の整理、ブ

レーンストーミング、目標の再設定－ 
⑨ 総合討論（25分） 
⑩ 閉会  
 

 

２．「AYA支援チーム」のネットワーク構

築 

研究班のウェブサイトを構築し、「AYA支

援チームのモデル作成のためのパイロット

教育プログラム」に参加した分担研究者の

施設の「AYA支援チーム」の活動紹介のペー

ジを作成した（清水）。 

また、AYA世代のがん患者の支援ネットワ

ーク構築における情報共有のニーズの把握

とその対応策を検討するために第1回AYAが

んの医療と支援のあり方研究会学術集会参

加者を対象にアンケート調査を行った（堀

部） 

 

３．AYAがん患者・経験者に対する包括的

ケアの提供体制の検討 

①AYA世代がんに関する情報提供のあり

方に関する研究（高山） 

今後のAYA世代がんに関する情報提供の

あり方についての検討を行うため、成人の

がん診療連携拠点病院および小児の拠点病

院のAYA世代の相談支援センターにおける

相談支援の実態や、相談支援における困難

の把握のための調査を実施した。 

②AYA世代がん患者のピアサポートに関

する予備的な調査（桜井） 

AYA世代のピアサポートに関する既往文

献を検討するとともに、AYA世代のピアサポ

ートについて古くから先駆的に取り組んで
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いる他の疾患領域（HIV/AIDS、摂食障害）

についてヒアリングを行った。 

③AYA世代がん患者・経験者の長期健康管

理の体制や資材についての検討（三善、前

田） 

AYA世代がん患者が治療の副作用や晩期

合併症に対して、がん治療を担う診療科以

外の診療科における診療実態やニーズを探

索するために、パイロット研究としてアン

ケート調査を実施した。 

④がん・生殖医療連携のネットワーク構築

に関する研究（鈴木（直）） 

全国47都道府県担当部署（既に公的助成

金制度導入の5府県を含む）を対象に、が

ん・生殖医療に関わる公的助成金制度構築

によるAYA世代がん患者支援体制の必要性

に関する意識調査を行った。 

 

Ｃ．結果 

 １．AYA支援チームのモデル作成とその評

価 

 パイロット教育プログラムに参加した施

設におけるAYA支援チームの作成状況は、各

分担研究者の報告書を参照。 

 AYA支援体制構築に際しては、①AYA支援

チームの立ち上げ、②AYAがん患者の捕捉、

③AYAチームの院内周知、④AYA支援に関す

る普及啓発、⑤スクリーニング方法の整備、

⑥ネットワーク（生殖医療、教育連携、患

者会等）の整備、⑦病棟・病床等の環境整

備、などが課題としてあげられた。教育プ

ログラムを行うことにより、教育プログラ

ムで扱ったテーマについてはより課題が明

確化、具体化し、また、他施設の課題や取

り組みについて情報交換することにより、

研修前と比較して、新たな目標や、より発

展的な目標が設定される施設も複数見られ

た。 

 

２．「AYA支援チーム」のネットワーク構築 

１．のパイロット教育プログラムに参加

した分担研究施設の取り組みを、「全国AYA

がん支援チームネットワーク」のウェブサ

イト（https://ayateam/jp）に公開した。 

 

 第1回AYAがんの医療と支援のあり方研究

会参加者への調査（n=151, 回収率29％）で

は、学術集会参加の目的のほとんどは情報

収集にあり、ネットワーク形成を目的とし

た参加者は17％にとどまった。 

 

３．AYAがん患者・経験者に対する包括的ケ

アのあり方の検討 

①AYA世代がんに関する情報提供のあり

方に関する研究 

AYA世代にあるがん患者に対する治療療

養、就学、就労支援、生殖機能の影響や温

存に関する相談対応状況について尋ねたと

ころ、成人および小児のいずれの拠点病院

においてもAYA世代の相談件数は少なく相

談支援センターにおいては、経験値の不足

による対応困難感を抱えていること、また

一方で、就学支援や就労支援など、小児が

https://ayateam/jp
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ん拠点病院および成人のがん診療連携拠点

病院が相補的に対応強化できる領域もある

と考えられた。 

②AYA世代がん患者のピアサポートに関

する予備的な調査 

ピアサポートも、当事者を中心としたも

のから、医療者を中心とした様式、個別相

談からグループ療法に至るまで、疾患の特

徴や、設立の背景に応じて様々な形態があ

る。文献的にはAYA世代のピアサポートに関

する論文の多くは2015年以降に発表されて

おり、オンラインコミュニテを活用したピ

アサポートの報告が散見されるが、その有

用性は十分に検討されていない。 

③AYA世代がん患者・経験者の長期健康管

理の体制や資材についての検討 

「AYA世代がん患者の長期フォローアッ

プの受け入れに関する実態調査」を立案し、

研究分担者の所属する15施設において診療

科の代表医師1名に調査用紙を配布した。

AYA世代がん患者の長期フォローアップ体

制構築に向けた取り組みとして最も期待さ

れていたのは患者向け相談窓口、次いでAYA

がんの診療に関するガイドラインや手引き

書であった。 

④がん・生殖医療連携のネットワーク構

築に関する研究 

小児・AYA世代がん患者に対する生殖機能

（妊孕性）温存療法に関する公的助成制度

を構築する予定に関して「予定なし」と回

答した自治体が6か所、「現段階では不明」

と回答した自治体が25か所あり、自治体毎

の本件に関する温度差があった。13か所が

予算額の問題、9か所ががん・生殖医療連携

手体制の未整備を、予定なしおよび不明の

理由に挙げた。 

 

Ｄ．考察 

平成30年に策定された国の第3期がん対

策推進基本計画に、AYA世代のがん医療の充

実やライフステージに応じたがん対策の推

進といった国の方針が明記され、国内のが

ん治療施設における具体的なAYAがん患者

への支援の取り組みが本格的に始まり、医

療機関ではAYA世代のがん患者の支援に、具

体的にどのように取り組めばよいのか模索

しているところである。本研究において今

年度行ったパイロット教育プログラムでは、

講義の中でがん患者の妊孕性、ピアサポー

ト、就労支援、長期フォローアップといっ

たAYA世代がん患者に特有なケアの提供の

課題を取り上げると同時に、解決策につい

ての他施設の医療者と多職種で討議する試

みを行った。議論のなかで、①AYA支援チー

ムの立ち上げ、②AYAがん患者の捕捉、③AYA

チームの院内周知、④AYA支援に関する普及

啓発、⑤スクリーニング方法の整備、⑥ネ

ットワーク（生殖医療、教育連携、患者会

等）の整備、⑦病棟・病床等の環境整備と

いった課題が明らかになり、パイロット教

育プログラム前後で実施した各施設におけ

るAYA支援チームの活動目標の比較により、

パイロット教育プログラムがそれぞれの

AYA支援チームの活動目標を明確にするう

えで有用であることが示唆された。 

パイロット教育プログラム以降の各施設

の「AYA支援チーム」の取り組みは、地域や

施設の特性やリソース、チームのリーダー

シップの個性によって、展開のしかたは

様々である。2年目以降に全国のがん診療連

携拠点病院と小児がん拠点病院に呼び掛け

て、パイロット教育プログラムを修正した
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形の教育プログラムを実施することで、国

内の「AYA支援チーム」のモデルを増やして

いきたい。 

成人のがん診療連携拠点病院および小児

の拠点病院のAYA世代の相談支援センター

への調査では、経験値の不足による対応困

難感や、小児がん拠点病院および成人のが

ん診療連携拠点病院が相補的に対応強化で

きる領域もあることが示唆され、今後研究

班のホームページにおけるAYA支援チーム

の活動紹介や、AYA世代のがんをテーマにし

た学会等の場を利用した情報共有により、

がん相談支援センター等、既存の相談支援

の窓口を通じた「AYA支援チーム」の連携が

さらに充実していくことが期待される。 

ピアサポートや長期健康管理、がん・生

殖といったAYA特有の医療や支援のニーズ

に対する支援を充実させるためには、更な

る検討が必要である。妊孕性温存の公的助

成の例にみられるように、自治体や地域に

よって温度差がある課題もあり、他の地域

の取り組みに関する情報共有を行いながら、

医療従事者と行政との対話を推進いく必要

があると考える。 

 

Ｅ．結論 

医療機関における AYA支援チームのモデル

作成と AYA支援に関するネットワークの構

築に着手した。AYAがん患者・経験者の医療

と支援の一層充実させるために、ピアサポ

ートや長期健康管理、がん・生殖といった

AYA特有の個別の課題について、更なる検討

が必要である。 
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